平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 3，We’re Talking 3
評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）
評価規準：

　Would you～? で「～してくださいませんか」と人に何かを丁寧に依頼する会話をすることができる。

評価方法：

【スピーキングテスト（ダイアローグ）】Exerciseのskitとパラレルなタスクを行う。

教師と生徒のロールプレイによるテストを行う。教師が店員役，生徒がお客さんになる。カードを生徒に見せて，内容を確認したら，教師が"May I help you?"と言ってテストを始める。

留意点

　テストを行う際は，教室に戻った生徒が情報交換することのないように人の動きに注意したり，ALTと面接テストをさせ，教室に監督の教員がつけるようにする。また，テスト以外の時間に行う課題を与えておく。
評価基準：A・B・Cの3段階

A：Would you～?を用いて，店員に丁寧な依頼ができていると同時に，カードに書かれたものを買う表現が言える。

B：Would you～?を用いて，店員に丁寧な依頼ができている。
C：依頼することができない。

評価課題：


解答例：

　ロールプレイカードＡ

Teacher:

May I help you?

　Student:

I’ll take this book.

　Teacher:

Very good.  Anything else?

　Student:

Yes, please.  Would you deliver it to my house?

　Teacher:

Certainly.  I’ll take care of it.


ロールプレイカードB 

Teacher:

May I help you?

　Student:

I’ll take this cup.

　Teacher:

Very good.  Anything else?

　Student:

Yes, please.  Would you put it in a box?

　Teacher:

Certainly.  I’ll take care of it.


ロールプレイカードC 

Teacher:

May I help you?

　Student:

I’ll take this bag.

　Teacher:

Very good.  Anything else?

　Student:

Yes, please.  Would you send it to my grandmother?

　Teacher:

Certainly.  I’ll take care of it.

留意点

ここでの評価対象は，Would you～?を用いた丁寧な依頼の部分なので，それ以外の出来は評価規準に達しているかどうかの判断には影響を与えない。






ロールプレイカードＡ


あなたはお客さん，先生が店員役です。①を買って，その後に丁寧に②の内容を依頼してください。店員役の先生から声をかけます。


①買うもの：本


②依頼：自宅に配送してほしい





ロールプレイカードＢ


あなたはお客さん，先生が店員役です。①を買って，その後に丁寧に②の内容を依頼してください。店員役の先生から声をかけます。


①買うもの：カップ


②依頼：箱に入れてほしい





ロールプレイカードＣ


あなたはお客さん，先生が店員役です。①を買って，その後に丁寧に②の内容を依頼してください。店員役の先生から声をかけます。


①買うもの：バッグ


②依頼：祖母の家に送ってほしい








